
平成28年度第1回 北区教育会議

北区キャラクター のんちゃん・すーちゃん

平成２８年９月６日（火）午後７時～

大阪市北区役所 ４階４０２会議室
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区教育会議について

区担当教育次長（区長）の設置
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教育行政において「市政改革プラン」のニア・イズ・ベターを徹底

学校等への教育環境支援

保護者、区民の教育に関する意見や学校の状況を把握

区教育行政連絡会

区担当教育次長（区長）
が、区内各校長と連絡調
整・意見交換を行う。

区教育会議

区担当教育次長（区長）
が、保護者・地域住民に
教育施策等について

意見を聴く。



本市教育関係施策について

学校選択制

中学校給食

校長経営戦略支援予算
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学校選択制について（１）

H24.10「就学制度の改善について」
（教育委員会）

学校選択制の期待されるメリット

ａ子どもや保護者が意見を述べ、

学校を選ぶことができる

ｂ子どもや保護者が学校教育に深い関心を持つ

ｃ特色ある学校づくりが進められる

ｄ開かれた学校づくりが進む
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学校選択制について（２）

北区における学校選択制

・中学校：平成26年度入学者から導入
自由選択制

（区内５校のうちから選択）

・小学校：平成28年度入学者から導入
ブロック選択制

（中学校下の小学校から選択）
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学校選択制について（３）

 市全体の学校選択制の実施状況

アンケートによる校区外の学校を選択した理由の上位

（平成27年度入学者保護者アンケート結果より）
・小学校：自宅から近い、学校の校内環境（校風・伝統・雰囲気

等）友達が同じ学校へ行く、通学上の安全、教育方針

や教育内容

・中学校：学校の校内環境（校風・伝統・雰囲気等）、教育方針

や教育内容、やりたい部活動、自宅から近い、学力調

査・体力調査の結果
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校区外就学者 内学校選択制によるもの

小学校 ５．６％ ４．７％

中学校 ３．９％ ３．１％



中学校給食について（１）
 主旨・目的等

必要な食事摂取基準や栄養バランス、安全面、衛生面にも十分
に配慮した学校給食の提供により、心身の成長が著しい時期をサ
ポートするとともに、生涯を通じての健康的な食生活への理解を
深め、自己管理能力を養う。

 実施方法
・弁当箱のデリバリー方式と家庭弁当との選択方式による

（平成２４年９月より順次導入、平成２５年９月から

市内全中学校で実施）

・平成２６年度以降、新入生から学年進行により実施する

方法、もしくは全学年一斉に実施する方法により全員喫食

導入

北区：平成２６年度１年生から学年進行により実施する

方法により全員喫食を導入
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中学校給食について（２）

 課題等
・おかずの冷たさを残食の理由とする生徒が多い。
・アレルギー対応の充実

 改善策
・学校調理方式による全員喫食へ平成３１年度までに
順次移行予定

北区：学校調理方式（親子方式）へ移行
平成２８年度２学期から実施
新豊崎中学校（豊崎東小学校）
大淀中学校 （中津小学校）
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校長経営戦略支援予算（１）

基本配付

・学校の規模に応じて全校に配付される予算

加算配付
・特色のある学校づくりに必要な事業を計画実施

する学校に対し、当該校からの申請に基づき、

外部委員による審査により対象校を決定し、配

付される予算
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校長経営戦略支援予算（２）

 区担当教育次長執行枠（平成２８年度から）
・区教育行政連絡会等での要望等をふまえ、区担当

教育次長（区長）が区内の全小中学校を対象とした

事業を企画し、実施する予算

 平成２８年度北区における実施事業

・児童生徒の体力・運動能力向上支援事業
各小中学校の「全国体力・運動能力・運動習慣等調査」

の数値向上に向けた独自取組を、遊具・運動用具を整備す

ることにより支援する。
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北区の取組みについて

１発達障がいサポート事業

２合同演劇鑑賞会事業

３特別講師派遣事業

４図書館環境整備事業
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１ 発達障がいサポート事業

 主旨・目的
小・中学校に在籍する発達障がいのある児童・生徒のなかで、

行動面で特に支援の必要なADHD等による重度の児童生徒に対

し、区長マネジメントにより適切な支援を行う。

 支援内容
・ 授業時間以外の学校活動支援

・ 遠足・社会見学・修学旅行等の校外学習での支援

など

 平成２８年度から幼稚園を対象に追加
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２ 合同演劇鑑賞事業

 主旨・目的
区内では小規模な学校が多く、従来は各校で実施していた

演劇鑑賞が困難になっているという声を受けて、平成２７年

度から小学校を対象として、区の学校教育活動支援事業とし

て合同で開催。

 平成２８年度予定
１０月最終週

北区民ホール ３日 ６回

大淀コミュニティセンター １日２回

合計４日８回
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３ 特別講師派遣事業
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 主旨・目的

小規模校では教員配置も少なくなり、中学校の

クラブ顧問についても専門性を有した指導が困難

な状況が見られることから専門の講師を派遣し、

部活動支援を行う。

 平成２８年度予定

・吹奏楽部 音楽部

・合唱部

・パソコン部



４ 学校図書館環境整備事業（１）
学校図書館活用推進事業
（平成２７年度から実施の教育委員会事業）

開館日数や回数を増やし魅力ある図書館づくりを行うことで、児童生徒の
読書活動を推進し、学力向上を図る。

◆学校図書館整備

大阪市図書標準に達してしない小中学校に対して、必要な図書購入費
を配当する。

※大阪市図書標準冊数 小学校 7,000冊 中学校 8,000冊

◆学校図書館補助員・コーディネーターの配置

学校図書館の開館日数を増やすとともに児童生徒の読書活動を推進
する魅力ある学校図書館づくりを行うため、学校図書館補助員を配置
する。また、学校図書館補助員を統括し、有効かつ計画的な取組とな
るよう、活動のコーディネートを行う学校図書館補助員コーディネー
ターも各区図書館に配置。
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４ 学校図書館環境整備事業（２）
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 主旨・目的
平成２７年度から実施されている学校図書館活用推進事業

を受け、蔵書等の充実に伴い必要となる本棚の増設等、各学校

図書館の環境整備を区において実施し、児童生徒の読書活動

推進及び学力向上の支援を行う。

 平成２８年度予定
・ブックトラック、面立て用本棚等の購入



意見・質疑

引き続き、北区の学校の学習環境を

良くするために地域住民・保護者の

皆様のご協力をお願いいたします。
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